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語るだけ・聞くだけ 

語り部クラブで利用者が導く先 

社会福祉法人 栄和会 
やすらぎデイサービスセンター 

多田 祥子 



社会福祉法人栄和会 
札幌市厚別区厚別町山本７５０番地６号 

☎０１１－８９６－５０１０  

やすらぎデイサービスセンター 
定員 ４０名  登録者 ８５名 

☎０１１－８９６－５０１５ fax０１１－８９６－５０１５   



語り部クラブ 
 
目的   

話す・聞くだけで気持ちが豊かになり、隣組の 
精神を参加者と共有できる。 
 
参加人数 
８名～１２名 職員１名  
 
時間 
毎週木曜日 デイルーム内 １時間程度 
 
 



きっかけはＡ様の一言からでした 

「生きてる意味がない」 



会話から始めてみよう 

問題・課題が生じたときにだけ関わりを求め
てもその場だけの対応になってしまいそう 

戦時中や戦後の話は、A様の「伝える言葉の
力強さ」を感じました。 



貴重な思い出 



「語り部クラブ」開始 

教育勅語？・隣組？・玉音放送？ 
いつの間にか、気落ちしていたＡ様は昭和を語る
先生になっていました。 

 A様のお話に他の利用者様も参加し、A様の 
発案で「語り部クラブ」を開始しました。 

願いは「次の世代に語り継ぎたい」 
 



語り人への感謝と尊敬 

・伝えたい想いを大切にする（文章で残す） 
・話す事に罪悪感を持たないように配慮する 
・語って頂いたことに感謝する 
・学ばせて頂いたことを伝える 
・感想を率直に伝える 

語り部クラブを開始したＡ様は表情も明るく、デ
イサービスの利用を継続されています。 



当時の食事を再現 



語り部クラブで隣組 



利用者様が先生 

 
歯科医師のB様が「お口のケア講習」を実施 
厚別区のデイサービスでも講習会を開催し 
大好評でした。 
 

 
語り部クラブで、人生の歴史を振り返り、自分自身の価
値を発見されたB様が本領を発揮しました。 
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参加者が企画・進行 

 ・語り部クラブ主催の「昭和を語る会」を開催 
 
 企画から進行まですべて参加者が立案しました。 
 
 当日の準備、資料作りは職員と共同で行いました。 

終了後、達成感と満足感がいっぱいの表情
をされていました。 



語り部クラブ主催「昭和を語る」 



利用者が実感 

・通所介護計画にクラブ活動の目標を追加することで 
 評価が体感できるものに変わりました。 
・自信を持つ事で、機能訓練や生活動作訓練、社会的 
 交流等の取り組みに前向きな姿勢がみられました。 
・「伝える言葉の強さ」から、家庭の中でも存在価値 
 を認められるようになりました。 

利用者が達成感や満足感を実感することで
意欲の向上に繋がりました。 



語り部クラブの効果 

・自宅での会話が多くなった。 
・外出先で話しかけることが多くなった。 
・デイサービスに来る事が楽しみになった。 
・友達が出来た。（孤独感の解消） 
・体操や活動レクに意欲的になった。 
・家事が楽しくなった。 

「語るだけ・聞くだけ」 
心に耳を傾ける事で職員の姿勢も変わりました。 




